
  

 

 
兵庫県解体工事業協会広報誌平成２９年１２月号その１ 

兵解協だより 

兵庫県解体工事業協会 

(公)全国解体工事業団体連合会会員 

事務局 神戸市兵庫区北逆瀬川町３－１１ ３F 

TEL078-681-7710  FAX 078-599-8874 

E-メールアドレス n-kaitai@hb.tp1.jp 

近畿・中部合同ブロック会議が近畿・中部合同ブロック会議が近畿・中部合同ブロック会議が近畿・中部合同ブロック会議が静岡県で静岡県で静岡県で静岡県で開催されました。開催されました。開催されました。開催されました。    

    平成２９年１１月２８日(火)PM2 時から、静岡県日本平ホテル 6 階「アッパーバンケット駿河」の 

間で開催されました。出席者総数は 36 名で兵解協からは、上原会長他 3 名が出席しました。当日は、 

天気もよく、山頂付近に雪を頂いた美しい「富士山」が歓迎をしてくれました。 

 会議は中部ブロック長の（一社）妻形静岡県解体工事業協会理事長並びに（公社）井上全解工連会長

の挨拶で始まりました。この後、議題の協議に入り、大阪府からは、「災害時相互支援協定」の更新（徳

島県を含む）の提案がなされ、全会一致で承認されました。そのほか、岐阜県、静岡県からも議題が提

出され議論されました。そして、兵庫県からは、兵庫県警本部長との「災害時支援協定」を平成２９年

１１月１７日に締結、並びに姫路市長と「防災協定」を平成３０年１月１７日に締結する旨を報告いた

しました。特に「警察本部長」と協定を結ぶのは、全国で３番目であったことが、判明いたしました。

この後、出野専務理事から全解工連の近況報告がなされ会議は終了いたしました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 続いて、PM4 時から「アッパーバンケット銀河」の間で、懇親会が開催されました。懇親会は、ブ

ロック会議出席のメンバー全員の３６名が出席いたしました。懇親会は、（一社）妻形静岡県解体工事

業協会理事長並びに（公社）井上全解工連会長の挨拶で始まり、会場から見える美しい景色を眺めなが

ら、出席者の交流が和やかな雰囲気の中で進められ、大いに親睦を図ることができました。そして、PM6

時に懇親会は無事終了いたしました。 

                               

 

 

 

   

挨拶をする井上会長 近況報告をする坂本事務局長 ホテルからの眺望 

  

挨拶をする妻形理事長 会場のベランダで記念写真撮影 

※なお、平成 30 年度には近畿ブ

ロック長に上原兵庫県解体工事業

協会会長が就任することが決定い

たしており、近畿ブロック会議及

び合同会議の運営を、兵庫県解体

工事業協会が担当することになっ

ております。 

 



 

 

 

 

 

         

 

        について皆様とべんきょうしていくようにについて皆様とべんきょうしていくようにについて皆様とべんきょうしていくようにについて皆様とべんきょうしていくように 

 
兵庫県解体工事業協会広報誌平成２９年１２月号その２ 

兵解協だより 

 兵庫県解体工事業協会主催の「解体工事施工技術講習会兵庫県解体工事業協会主催の「解体工事施工技術講習会兵庫県解体工事業協会主催の「解体工事施工技術講習会兵庫県解体工事業協会主催の「解体工事施工技術講習会」」」」が開催されました。が開催されました。が開催されました。が開催されました。    

    平成 29 年 12 月 2 日（土）PM1 時から「神戸の協会事務所」で兵庫県解体工事業協会主

催の「解体工事施工技術講習会」が開催されました。協会主催の「技術講習」は初めての開催

でしたが、15 名が参加いたしました。これは、全解工連主催の「技術講習」を受けられなか

会員様のために兵解協が主催で開催したものです。講習内容は「解体工事施工技師試験」のた

めの講習で、講師には、全解工連技術安全委員会委員、大阪建物解体工事業協同組合技術講師

の「須「須「須「須        内内内内        良良良良    人」人」人」人」様に大阪からお越し頂きました。 

 講習会のテキストは、①全解工連の「解体工事施工技術講習」の解体工事技術編の抜粋（第

1 章土木・建築の基礎知識等） ②平成 28 年度解体工事施工技師試験問題集 ③KYT シー

ト集（※これは危険（K）、予知（Y）、訓練（K）の頭文字をとったものでこれを活用するこ

とによって、現場における様々な状況や行動の中に潜在している「危険の芽」を的確に関知す

る心と芽を養い効果的に展開されることを目指している）の 3 種類でした。 

 講習会は途中 10 分程度の休憩を含め「須内講師」の熱心できめ細かな講義が 4 時間におよ

びました。須内講師は、土木・建築の基礎知識や試験問題集さらには「KYT シート」を中心

にきめ細かな説明を行いました。また試験を翌日に控えていることもあり、試験の出題傾向に

ついても集中的にご説明いただきました。例えば、KYT シート集から必ず 1 問が出題される

など試験問題のヒント等にも触れていただきました。特に翌日(12 月 3 日)に受験する会員は、

メモをとるなど熱心に講義を受講しておりました。 

 講習会の内容は「解体工事施工技師試験」の受験にかなり役立つ内容であったと判断するこ

とができましたので、来年度も是非開催いたしたいと考えております。多くの会員の皆様方の

ご参加をお待ちいたしております。 

  

 

                              

                              

 

 

 

 

 

                               

 

須内講師様、長時間にわたる講義誠にありがとうございました。また開催にご協力いただきま

した「大阪建物解体工事業協同組合」の皆様方本当にありがとうございました。 
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開講の挨拶をする須内講師 須内講師と受講生 受講する風景 


